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通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 
 
平成 28 年 11 月 11 日に公表いたしました平成 28 年 12 月期（平成 28 年 1 月 1 日～平成 28 年 12 月 31 日）

の通期連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．当期の連結業績予想数値の修正（平成 28 年 1 月 1 日～平成 28 年 12 月 31 日） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
１ 株 当 た り 
連結当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,862 

百万円 

104 

百万円 

113 

百万円 

90 
円 銭 
9. 04 

今 回修正値 （ Ｂ） 2,465 50 65 58 5. 80 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △397 △54 △48 △32 － 

増  減  率（ ％ ） △13.9％ △51.9％ △42.5％ △35.6％ － 

（参考）前期連結実績 
（平成 27 年 12 月期） 

2,703 46 130 39 3. 96 
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２. 修正理由 

 

 売上高におきまして、総合不動産事業に関しましては仕入れ物件は比較的順調でしたが、売却予定物件

が後ズレしたため、また、ハウスケア事業において、密接に関連する新築マンション市場、特に首都圏マ

ンション市場が厳しい状況で推移した事により前年同期比での物件獲得戸数が減少し、中古マンション市

場の拡大を図りましたが、結果的には予想を下回り、ビル総合管理事業に関しまして、官公庁の入札が想

定通りに進まず、上記の差異が生じました。 

   また、利益面におきまして、総合不動産事業およびハウスケア事業については売上減に伴う利益の減少

があり、ビル総合管理事業においては現場人件費の増額や取引先による減額等があり、全社的に経費削減

を行ってまいりましたが、上記の差異が生じることとなりました。 

    

 
以上 


